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広報 － おおず － ２００８ ４月号

○

　
愛
媛
県
で
は
、
大
洲
市
の
二

つ
の
都
市
計
画
区
域
（
大
洲
・

長
浜
）
が
統
合
し
て
で
き
る
大

洲
都
市
計
画
区
域
を
対
象
と
し

て
、
現
在
「
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て

い
ま
す
。
当
プ
ラ
ン
の
策
定
に

係
る
説
明
会
、
お
よ
び
公
聴
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◎
説
明
会

４
月
７
日（
月
）午
後
１
時
30
分
〜

◎
公
聴
会

４
月
23
日（
水
）午
後
１
時
30
分
〜

  〔
場
所
は
い
ず
れ
も
大
洲
市
役

所
２
階
大
ホ
ー
ル
〕

※ 

公
聴
会
は
、
４
月
18
日（
金
）ま

で
に
公
述
の
申
し
出
が
な
い

場
合
は
中
止
し
ま
す
。

※ 

公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
よ
う

と
す
る
人
（
大
洲
都
市
計
画

区
域
お
よ
び
長
浜
都
市
計
画

区
域
内
に
在
住
の
人
な
ら
び

に
利
害
関
係
者
に
限
る
。）
は
、

４
月
18
日（
金
）（
必
着
）
ま
で

に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

次
の
様
式
に
よ
り
公
述
申
出

書
を
左
記
ま
で
１
部
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
】

〒
７
９
０

－

８
５
７
０

松
山
市
一
番
町
４
丁
目
４
の
２

愛
媛
県
庁
都
市
計
画
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
７
３
８

ま
た
は

〒
７
９
５

－
８
６
０
１

大
洲
市
大
洲
６
９
０
番
地
の
１

大
洲
市
役
所
建
設
農
林
部
都
市

整
備
課
☎
㉔
２
１
１
１
㈹

「意見の要旨及びその理由」作成上の注意

(注1) 400字詰原稿用紙１枚以内に、意見の要
旨( ２～３行で)およびその理由を区分し
て記載してください。

(注2) 楷書で自筆し、横書きとしてください。
(注3) 公述申出人はフリガナをつけてください。

公述申出書

大洲都市計画区域マスタープラン

の策定に対して、次のとおり意見

を述べたいので申し出ます。

平成　年　月　日

愛媛県知事　加戸守行　殿

1. 公述申出人
　 住所
　 氏名　　　　　 (年齢　歳)㊞
　 職業
　 連絡先　　　　 (電話　　　)
2. 意見の要旨及びその理由
　　　　　　　　 (別紙のとおり)

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
が
軽
自
動

車
を
所
有
し
て
い
る
場
合
、
障

害
の
区
分
や
等
級
に
よ
り
一
定

の
条
件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
、
軽

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　
手
続
き
は
お
早
め
に
お
願
い

し
ま
す
。

﹇
減
免
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
﹈

　
事
業
用
以
外
の
車
両
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
車
両

の
う
ち
１
台
に
限
り
ま
す
。

① 

身
体
障
害
者
な
ど
の
人
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
。

② 
年
齢
18
歳
未
満
の
身
体
障
害

者
（
児
）、知
的
障
害
者
（
児
）、

精
神
障
害
者
（
児
）
の
場
合
、

生
計
を
共
に
す
る
人
が
所
有

す
る
軽
自
動
車
。

③ 

車
い
す
の
昇
降
装
置
や
固
定

装
置
な
ど
を
備
え
た
、
構
造

上
身
体
障
害
者
な
ど
の
人
が

利
用
す
る
と
認
め
ら
れ
る
軽

自
動
車
。

﹇
受
付
期
間
﹈

４
月
１
日（
火
）〜
４
月
18
日（
金
）

﹇
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
﹈

市
役
所
税
務
課
収
納
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
２
５
）

長
浜
支
所
総
務
商
工
課

☎
52
１
１
１
１
（
内
線
23
・
25
）

肱
川
支
所
総
務
商
工
課

☎
34
２
３
１
１
（
内
線
２
１
２
）

河
辺
支
所
総
務
商
工
課

☎
39
２
１
１
１
（
内
線
１
２
４
）

［申請に必要なもの］
身体障害者など本
人が運転する場合

生計を共にする人
が運転する場合

車両構造により減
免を受ける場合

運転免許証 ○ ○ ○

印鑑 ○ ○ ○

身体障害者手帳など ○ ○

自動車検査証 ○ ○ ○

健康保険証または
生計同一証明書 ○

継続検査用の納税証明書を
連絡所で発行します。

　ことし４月から、軽自動車税の継続検査（車

検）用納税証明書を、新たに旧大洲市内の各

連絡所でも発行できるようになりました。ど

うぞご利用ください。

～口座振替をご利用の人へ～

平成２０年度軽自動車税の
口座振替は５月２６日(月)です。
　継続検査（車検）用納税証明書を早くお出

しするため、平成20年度から軽自動車税の口
座振替日が早くなりました。よろしくお願い

します。

愛
媛
県
が
策
定
す
る

「
大
洲
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の

 

説
明
会
・
公
聴
会
開
催
の
お
知
ら
せ

軽自動車税の減免

身体障害者手帳などの障害

区分や等級により軽自動車

税が減免されます。

お知らせ
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広報 － おおず － ２００８ ４月号

○

　
平
成
20
年
度
固
定
資
産
税
の

も
と
に
な
る
土
地
ま
た
は
家
屋

の
価
格
な
ど
を
記
載
し
た
「
縦

覧
帳
簿
」
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

　
縦
覧
で
き
る
人
は
、
市
内
に

あ
る
土
地
や
家
屋
に
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
納
税
者
、

ま
た
は
そ
の
代
理
人
な
ど
で
す
。

期
間

　
４
月
１
日（
火
）か
ら

　
４
月
30
日（
水
）

（
た
だ
し
、
土
曜
・
日
曜
日
お
よ

び
祝
日
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。)

時
間

　
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
30
分
ま
で

場
所

　
市
役
所
税
務
課

　
長
浜
支
所
総
務
商
工
課

　
肱
川
支
所
総
務
商
工
課

　
河
辺
支
所
総
務
商
工
課

縦
覧
に
必
要
な
物

　
印
鑑
と
運
転
免
許
証
な
ど
（
本

人
が
確
認
で
き
る
も
の
）

　
ま
た
は
、
納
税
通
知
書
を
受

け
取
っ
て
い
る
場
合
は
、
納
税

通
知
書
か
課
税
明
細
書
。

　
な
お
、
代
理
人
の
場
合
は
必

ず
委
任
状
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

手
数
料

　
無
料
（
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー

は
で
き
ま
せ
ん
。）

　
株
券
電
子
化
に
よ
り
、
上
場

会
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
、

株
主
の
権
利
は
証
券
会
社
な
ど

の
金
融
機
関
の
口
座
で
電
子
的

に
管
理
さ
れ
ま
す
。

　
お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義

に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電

子
化
に
よ
り
株
主
と
し
て
の
権

利
を
失
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
株
券
電
子
化
の
実
施
前

ま
で
に
名
義
の
書
き
換
え
が
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
証
券
業
協
会
証
券
決
済

制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
３
（
３
６
６
７
）
４
５
０
０

（
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
閲
覧

制
度

　
納
税
義
務
者
や
そ
の
他
の
人

（
借
地
・
借
家
人
な
ど
政
令
で
定

め
る
人
）
も
関
係
す
る
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
固
定
資
産
税
係

 

☎
㉔
２
１
１
１

(

内
線
１
２
６
・
１
２
７
・
１
２

８)平
成
21
年
１
月
、

 

上
場
会
社
の

株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す
！

平成20年度国家公務員採用試験日程のご案内
【大学卒業等程度】

試験の種類 申込受付期間 第１次試験日

国家公務員採用Ⅰ種試験 ４月１日㈫～４月８日㈫ ５月４日㈰

国家公務員採用Ⅱ種試験 ４月11日㈮～４月22日㈫ ６月22日㈰
国 税 専 門 官 採 用 試 験

４月１日㈫～４月14日㈪ ６月15日㈰労働基準監督官採用試験

法 務 教 官 採 用 試 験

航 空 管 制 官 採 用 試 験 ７月22日㈫～８月５日㈫ ９月28日㈰

【高等学校卒業程度】
試験の種類 申込受付期間 第１次試験日

海上保安学校学生採用試験（特別） ４月１日㈫～４月８日㈫ ５月18日㈰
国家公務員採用Ⅲ種試験 ６月24日㈫～７月１日㈫ ９月７日㈰

刑 務 官 採 用 試 験

７月22日㈫～８月５日㈫

９月21日㈰
入 国 警 備 官 採 用 試 験

９月28日㈰
皇 宮 護 衛 官 採 用 試 験

航空保安大学校学生採用試験

海上保安学校学生採用試験

海上保安大学校学生採用試験
８月28日㈭～９月９日㈫

11月１日㈯
気象大学校学生採用試験 11月２日㈰

問い合わせ先　　〒760-0068　香川県高松市松島町１－１７－３３
　　　　　　　　人事院四国事務局　第二課試験係　☎087（831）4765
人事院ホームページ　　http://www.jinji.go.jp/

平成20年度海上保安学校などの学生採用試験日程のご案内
試験の種類 申込受付期間 第１次試験日

海上保安学校（特別） ４月１日㈫～４月８日㈫ ５月18日㈰
海 上 保 安 学 校 ７月22日㈫～８月５日㈫ ９月28日㈰
海 上 保 安 大 学 校 ８月28日㈭～９月９日㈫ 11月１日㈯～２日㈰

問い合わせ先　　第六管区海上保安本部
　　　　　　　　総務部人事課　☎082（251）5111（内線2131）
海上保安庁ホームページ　　http://www.kaiho.mlit.go.jp/

　ＯＩＦＡ（おいふぁ）の愛称で活
動している大洲市国際交流連絡協議
会では、その活動の一環として、英
会話ふれあい講座を開設しています。
皆さんと一緒に楽しみながら英語力
が身につき、また国際交流にもなる、
そんな講座になればと現在約20人の
会員が月３回の講座で学習していま
す。講座には、ネイティブ英語を話
す外国の方々にも毎回ご参加いただ
いており、初心者も中級者も一緒に
楽しむことができます。
　今回、新年度を迎えるにあたり新
会員を募集しますので、ぜひご参加
ください。
【４月からの講座予定】
　４月  9日、16日、23日
　５月14日、21日、28日
　６月11日、18日、25日
※原則、第２・３・４水曜日、時間
はいずれも午後７時30分～午後９時
　見学も大歓迎です。ぜひお越しく
ださい。
【場　所】　 大洲市総合福祉センター

４階会議室
【会　費】　１ヵ月1,500円
 　（運営費に充てます。）
【連絡先】
　 ＯＩＦＡ（大洲市国際交流連絡協
議会）事務局　片岡
　☎25－0514
　携帯090（3189）4295
　市役所企画調整課国際交流係
　☎24－2111（内線521、524）

英会話ふれあい講座
参加者募集!!

お知らせ
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広報 － おおず － ２００８ ４月号

○

校区外通学許可申請について

事業主のみなさまへ

平成20年度の
 労働保険の

年度更新について

  

～
労
働
保
険
は
、
働
く
人

と
そ
の
家
族
を
支
え
る
保
険

『
働
く
人
と
ご
家
族
の
未
来

の
た
め
に
』
労
働
保
険
の
年

度
更
新
～

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
の
平
成
20
年
度
の
年

度
更
新
は
お
済
み
で
す
か
。

　
年
度
更
新
は
、
４
月
１
日
か

ら
５
月
20
日
ま
で
で
す
。

　
手
続
き
は
お
早
め
に
！

　
電
子
申
請
も
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.m
h
lw
.g
o.jp

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
９
（
９
３
５
）
５
２
０
２

八
幡
浜
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
１
７
５
０

　大洲市では、お住まいの住所（区域）により就学すべき小・中学校を指定していますが、家庭および児童

生徒の諸事情に配慮し、相当と認めるときは校区外通学の許可をしています。小・中学校へ入学するときや

学年（学期）の途中で、やむを得ず校区外通学を希望する場合は大洲市教育委員会学校教育課へご相談くだ

さい。

★校区外通学許可の承認事由

理　　　　　由 必要事項 期　　間

１
　
住
居
に
関
す
る
理
由

① 住宅の新築、購入などにより転居が予定されており、転居予
定地の学校に就学を申し出た場合

申請書、確認が

できる書類
転居まで

② 住宅の新築、購入などによる資金借入先の指示あるいは賃貸
住宅入居条件などによる入居前の住所移転の場合

申請書、確認が

できる書類
入居まで

③ 学期途中の転居により、転校になる場合で、引き続き学期終
了または当該学年終了までの就学を申し出た場合

申請書
学期終了または

学年終了

④公共事業による強制移転を受けた場合
申請書、公共事

業主体者の証明
卒業まで

２
　
家
庭
に
関
す
る
理
由

① 保護者がすべて指定学校区域外に就労、あるいは病気療養な
どにより、当該児童の保護にあたることが困難な場合

申請書 必要な期間

②家庭の事情（両親の離婚など）により特に配慮を要する場合 申請書
適当と認められ

る期間

③何らかの事情により住民登録の異動ができない場合 申請書
適当と認められ

る期間

３
　
そ
の
他
の
理
由

① 特別支援学級へ入級することが妥当と認められる児童・生徒
で、指定学校に特別支援学級がない場合

申請書 必要な期間

②いじめ、不登校、学校不適応などに対応する場合
申請書、学校長

の意見書など
必要な期間

③ 兄姉が校区外通学を認められている場合で、弟妹も同一学校
への就学を申し出た場合

申請書
適当と認められ

る期間

④その他教育委員会が特に必要と認めた場合 申請書
適当と認められ

る期間

※期間は最長１年間。ただし、必要に応じて更新できます（１年更新）。

※申請書は学校教育課にあります。

問い合わせ先　教育委員会学校教育課　☎24－1733　FAX23－5484

校区外通学許可申請について
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広報 － おおず － ２００８ ４月号

○

―
―
　
声
の
広
報
大
洲
２
０
０

８
年
３
月
号
　
こ
ん
に
ち
は
、

明
る
い
日
差
し
の
中
、
皆
様
お

変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
今

月
の
表
紙
は
…
…
　
―
―

　
視
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
の
情

報
提
供
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
毎
月
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
て
い
る
朗
読
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
こ
こ
ろ
」
の
録

音
風
景
で
す
。

　
会
員
は
30
人
。
広
報
大
洲
が

発
行
さ
れ
る
毎
月
20
日
す
ぎ
か

ら
約
１
週
間
か
け
て
当
番
の
会

員
ら
４
〜
５
人
が
、
５
〜
６
ペ

ー
ジ
ず
つ
分
担
し
て
朗
読

練
習
を
行
い
、
月
末
、
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
吹
き
込

み
ま
す
。

　
代
表
の
今
井
ヒ
ロ
子
さ

ん
は
、「
朗
読
は
文
字
を
声

に
変
え
て
読
む
だ
け
で
は

な
く
、
表
や
グ
ラ
フ
、
写

真
を
い
か
に
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
か
が
難
し
い
。

ま
た
最
近
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
し
、
Ｃ
Ｄ
に
録

音
す
る
と
い
う
作
業
も
加

わ
り
、
毎
日
が
勉
強
で
す
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
こ
こ
ろ
」
で
は
、「
広

報
大
洲
」
の
ほ
か
、「
社

協
だ
よ
り
」
や
「
広
報
う
ち
こ
」

な
ど
も
朗
読
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
朗
読
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
視
覚
障
害
者
は
、

大
洲
市
、
喜
多
郡
あ
わ
せ
て
13

人
。
今
井
代
表
は
、「
テ
ー
プ
、

Ｃ
Ｄ
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
い

つ
で
も
遠
慮
な
く
連
絡
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
朗
読
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
洲
市
社

会
福
祉
協
議
会
☎
㉓
０
３
１
３

ま
で
。

ご
存
知
で
す
か
　
声
の
広
報

　
　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
﹁
こ
こ
ろ
﹂
の
ご
紹
介▲録音機材が所狭しと並んだ部屋では、より分かりやすく伝えよ

うと、会員らが集中して広報紙と向き合っていました。

　
車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

自
分
の
命
や
財
産
は
自
分
で
守

る
と
い
う
「
自
助
」
に
よ
る
防

災
対
策
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

地
震
か
ら
身
を
守
る
に
は

　
《
参
加
住
民
へ
の
説
明
内
容
》

◆
　
命
を
守
る
に
は
家
具
の
転

倒
防
止
が
と
て
も
重
要
で
す
。

本
棚
や
食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
に
は
、

フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
飛
散
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

◆
　
家
具
固
定
は
、
見
た
目
が

悪
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
家
具
が
大
事
か
、
命

が
大
事
か
、
よ
く
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声

　

私
は
こ
う
し
て
い
ま
す
！

　

　
　
　

声
　
家
具
の
固
定
な
ど
地
震
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

声
　
寝
室
に
た
ん
す
な
ど
倒
れ

て
き
そ
う
な
物
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食

料
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
っ
て
ど
う
な
の
？

《
気
に
な
る
事
、
疑
問
点
な
ど
》

声
　
家
が
土
壁
の
た
め
家
具
固

定
が
で
き
な
い
。
和
室
の
天
井

は
、
つ
っ
か
え
棒
が
効
か
な
い
。

答
　
き
ち
ん
と
固
定
す
る
こ
と

が
第
一
で
す
が
、
出
入
口
を
ふ

さ
い
だ
り
、
人
の
方
に
倒
れ
た

り
し
な
い
よ
う
、
家
具
の
置
き

場
所
、
向
き
を
工
夫
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

声
　
津
波
が
心
配
。
周
辺
に
は

山
が
迫
っ
て
い
る
。
ど
こ
に
逃

げ
れ
ば
よ
い
か
教
え
て
ほ
し
い
。

答
　「
近
く
の
高
い
場
所
」
へ
逃

げ
る
の
が
原
則
で
す
。
海
岸
沿

い
の
平
行
移
動
や
、
高
低
差
の

な
い
遠
方
へ
の
退
避
で
は
効
果

が
あ
り
ま
せ
ん
。
県
想
定
で
は
、

長
浜
港
へ
の
第
１
波
到
達
は
約

１
０
０
分
後
、
最
大
波
は
２
・
３

メ
ー
ト
ル
（
地
震
発
生
後
５
時

間
以
上
）
な
の
で
適
切
な
避
難

行
動
が
可
能
な
は
ず
で
す
。

声
　
私
の
住
む
地
区
で
は
、
過

去
に
土
砂
災
害
、
水
害
が
あ
り

ま
し
た
が
、
住
民
の
記
憶
が
次

第
に
薄
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

声
　
過
去
の
災
害
の
記
憶
を
後

世
に
語
り
継
ぎ
、
心
構
え
を
し

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

皆
さ
ん
の

　

ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
て

　
地
域
で
意
見
を
出
し
合
い
、
自

主
防
災
組
織
で
の
研
修
や
講
演
会

を
開
い
て
、
防
災
に
関
す
る
知
識

や
技
術
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
市
、
消
防
な
ど
が
主

催
す
る
訓
練
な
ど
へ
も
参
加
し
、

地
域
防
災
力
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
危
機
管
理
課
防
災
係

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
３
５
２
）

　
県
内
20
市
町
で
順
次
開
催
さ
れ
た
﹁
自
助
﹂
促
進
車
座
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
︵
県
主
催
︶
が
大
洲
市
で
は
１
月
29
日
、
長
浜
体
育
館
で

あ
り
、
参
加
者
約
１
０
０
人
が
防
災
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

防
災
に
つ
い
て
語
り
合
お
う

地
震
・
津
波
な
ど
に
備
え
る
座
談
会
を
開
催

▲長浜地域の自主防災組織、県、市、消防などの関係者が参加

防災座談会開催
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